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【要 約】  
 
国内では、「 年リオオリンピック・パラリンピック」の余韻に浸りながら「 年東京オリン
ピック・パラリンピック」に向け動き始めている。その動きの中、教育分野においては、文部科学省
が 『オ リン ピッ クの 感動 に触 れる 。私 が変 わる 。社 会が 変 わ る。 』を コン セプ トに 「夢 ビジ ョン
」を取りまとめている。また地方レベルでは、コミュニティセンタ－を中心とした自主三原則
「自主参加」「自主企画」「自主運営」によるコミユニテイ活動の推進、文化遺産を反映した街づく
りの推進、個に応じた教育活動の推進をベ－スに、地域の特色ある教育事業が模索されている。 
地方都市太宰府市は「歴史と文化、観光」都市である。今回、近隣都市の教育活動事例と太宰府市
の現状を踏まえ、『太宰府市の夢ビジョン（特色ある学校教育）』を提示する。 
 
 
＜はじめに＞ 
文部科学省では、年東京オリンピック･パ
ラリンピックを新たな成長に向かうタ－ゲットの
年として位置付け、他府省庁に先駆け、省内の中
堅・若手職員が中心となって「夢ビジョン ｣
を取りまとめている。一方、地方都市太宰府市は、
「確かな学力」「豊かな人間性」「健やかな体」
「郷土を愛する心」を重点目標として掲げ、主要
な政策として「学校・家庭・地域一体となっての
コミュニティ・スク－ル１）」を推進している。さ
らに、平成 年度から市内すべての小中学校に
おいて、学期制を完全実施し、教育活動の充実
を図っている。太宰府市は、「歴史・文化遺産」
の都市である。最近では、アジア大陸に近い地理
的条件より観光客の多い「観光都市」といえる。
そこで今回、「夢ビジョン 」をベ－スに、太
宰府市固有の歴史・文化遺産を継承した新たな街
づくりのビジョン『太宰府市の夢ビジョン（特色
ある学校教育）』作成し提示する。

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（２）近隣都市における特色ある教育活動事例
（３）太宰府市教育活動の現状
（４）「太宰府市夢ビジョン （特色ある学校
教育）」
 
 
 
・開発支援スポンサー企業から期間中モデリ
ングツールが無償で貸与される。
・大会終了後に、全出場チームのコンセプト、
モデルが審査員のコメント付きで出場チー
ムに配布され、以後の教育に活かすことが
出来る。
・メーリングリストは事務連絡以外に、参加
チームと実行委員会、および参加チーム同
士の技術交流の場として活用される。
・各地区における技術教育セミナーに参加で
きるなど教育効果が高い。

（２）講義での部分的な活用
 ・モバイル関連
   %OXHWRRWK通信、:L)L通信、スマホアプリ
  ・計測と制御関連
   センサーとアキュムレータ
  ・情報システム関連
   システムのライフサイクル

６ 今後の検討課題 

（１）各種イベントへの参加
  イベント参加者の意見を収集し、フィード
バックをかける。

（２）環境の整備
 ①練習コース
  できるだけ大会と同じ環境になるように工夫
し、滑り・走行速度等に大きな差が生じない
ようにする。

（３）段階的なステップアップ
  それぞれの学生のスキルレベルに応じて、学
生自身が選択できるように内容を工夫する。
①プログラミング言語
スキルが高い学生へは、&言語だけでなく
-DYD、$QGURLG等へも取り組ませる。また、
部品としての再利用を考慮させる。
②ドキュメント類
学生自身で進捗が確認できるチェック項目を
設定する。間違いやすい点を追記できるよう
にする。
③上級生から下級生への引継・指導事項
 指導する上級生側も指導することにより理解
が深まりスキルアップが見込めるような項目
とする。
 
７ おわりに 
 
ロボットコンテストへ参加し一定の学修効果を
上げたので、ロボットアプリ作成の活用効果につ
いて整理した。今後、期間や参加数を考慮するこ
とにより、さらに効果を上げていきたい。また、
主にゼミでの活用を考慮してきたが、授業での部
分的な活用も検討していきたい。
 
参考文献 

>@岸川洋栖原淑郎合田和正『ロボットアプリ作
成を活用した学習―ロボットコンテスト参加を通し
てー』九州情報大学研究論集第 巻  S
S年月
>@岸川洋福田耕治合田和正『プロジェクトマネ
ジメント学習のための教材作成と活用』プロジェク
トマネジメント学会春季研究発表大会 SS
年月
>@加古勝茂赤塚正芳『ワークショップによる実践
的なプロジェクトマネジメント研修への取組み』プ
ロジェクトマネジメント学会誌9RO1RSS
年月
>@(7ロボコン公式サイト
KWWSZZZHWURERMS 年月
>@レゴ社ホームページKWWSZZZOHJRFRPMD
MS年月
>@高本孝頼『知的/(*20LQGVWRUPV1;7プログラ
ミング入門』&4出版年月
>@藤吉弘亘藤井隆司鈴木裕利石井成郎『実
践ロボットプログラミング』近代科学社年月



－ 57 －
　　　  　研究ノート　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地方都市太宰府市における「夢ビジョン2020」（特色ある学校教育）　（桑野　裕文）
地方都市太宰府市における「夢ビジョン2020」（特色ある学校教育） （桑野 裕文） 
 
級の取得を目指す。
⑤地域貢献活動 
地域の祭り・イベントへの参加を通じ、地域の
人のつながりを推進する。
＜事例 福岡県福津市の取り組み＞
・総合学習システム「郷育カレッジ」を展開する。
・地域で活躍している人を講師に招き、地域の特
性に着目した講座を開設する。地域の祭り・イ
ベントへの参加（出し物等）や運営の手伝いさ
らには海浜清掃や森林保護活動を行う。

（３）太宰府市学校教育活動の現状
太宰府市の主な取り組み（「平成 年度太宰府
市教育施策要綱」より）を紹介する。
①コミュニティ・スク－ルの推進
②市内全小中学校において平成 年度より 学
期制実施４）
③全教員授業研修（公開授業参観）及び市内留学
研修の実施
④学力育成の学校体制の整備
⑤「歴史と文化を学ぶ）」学習の推進
・歴史と文化を学ぶ副読本（英語版、日本語版）
を活用した学習の推進。
・全小学校による市内史跡探索や市内博物館・文
化会館等への見学の実施。
・全中学校による歴史的につながりが深い友好都
市「奈良」及び京都への修学旅行の実施。

（４）「太宰府市夢ビジョン （特色ある学校
教育）」
①「手書き」教育の推進
現在、私たちはパソコンのキ－ボ－ドからの入
力行為が中心の印刷文字生活に慣れ、手書きする
機会が少なくなっている。確かに情報の保存や伝
達の為の手段としては、印刷文字を用いる方が再
現性や正確さを期待できる。しかし、手書きには
情報を伝える記号としての役割だけではなく、書
いた人の個性や言外にある思いを伝えてくれる可
能性が期待できる。この手書きについて平成 
年度の「国語に関する世論調査」において、「手
書きの文字字形の多様性が理解されていない」、
「手書きと印刷文字の違いが理解されていない」
との調査結果がある。この調査結果からは、印刷
文字からは得られない付加的な価値を手書きの文
字に求めていることが読み取れる。ところが最近、
伝統的な漢字文化が理解されにくくなり、本来は
問題にしなくてよい形状が正誤の基準とされたり、
手書き文字と印刷文字のどちらか一方が正しいと
みなされたりするといった状況が生じている。手
書きする機会が少ない今日、日本における手書き
文化を大切にし、手書きする重要性について取り
上げる「手書き文字教育」は、歴史と文化の都市
太宰府市にとって、特色ある教育活動といえる。
太宰府市民は、一般には古代律令時代の役所、お
よびその遺跡に関する「大」、中世以降の地名や
天満宮については「太」と表記している。毎年多
くの参加者からなる「七夕揮筆」大会が開催され
ており、「手書き教育」の下地は十分にできてい
る。
また、文化都市太宰府市には、日本の文化・伝
統を語るものとして国が認定した「日本遺産」
５）がある。日本の世界遺産登録数６）は 文化
遺産 、自然遺産７となっている。
②エコスク－ル（環境共生型の学校施設）の整備
と (6'学習の推進
 環境問題（エネルギ－問題や自然環境問題）は、
世界共通の緊急かつ重要な課題である。しかし、
これまでの日本の学校教育は、知識教育の構成に
なりがちで、環境学習を展開する構成にはなって
いない。また、先進的に環境学習を取り入れてい
る学校であっても内容は、自然とのふれあい中心
の体験型学習であった。地球環境を守り、省エネ
に取り組む目的型の学習環境は不十分で、エコス
ク－ルを教材とした環境教育の整備は急務である。
最近の学校は、エコスク－ル建築で、環境負荷
の低減や自然との共生を考慮した学校が建設され
ている。環境にやさしく、耐久性に優れ、使い方
の多様性に富むことを基本に学校施設を整備し、
建物・施設を環境教育の教材として活用できるよ
うに設計されている。具体的には、光・風・熱・
緑の自然を取り入れたり、人工的に遮断・調節で
きるようなったりしている。他にも、太陽光発電
パネル、壁面や屋上の緑化など、環境の仕組みの
学習・理解に教材として役に立つ。また、エコス
 
 
（１）「夢ビジョン 」とは
平成 年 月東京オリンピック・パラリピッ
ク担当大臣に任命された下村大臣より、「
年を単に五輪開催の年とするのではなく、新たな
成長に向かうターゲットイヤーとして位置づけ、
東京だけでなく日本社会を元気にするための取り
組みを『夢ビジョン』として打ち出し、社会総掛
かりで実現していく。」ことが表明された。これ
を受け、文部科学省が他府省庁に先駆け、アイ
ディア公募のほか、若手のアスリートやアーティ
スト、研究者らとの対話を実施しながら取りまと
めたのが「夢ビジョン （文部科学省版）」
である。  
この「夢ビジョン 」では、大会成功へのコ
ンセプトを『オリンピックの感動に触れる。私が
変わる。社会が変わる。』とし、スポ－ツ、文化、
科学技術、教育人材の観点から具体案を提示して
いる。以下は、学校教育活動分野への主な提案内
容である。
・五輪学習教材の開発や、教科横断的な学習指導
資料の開発。
・海外に友達を作れる英語力を身につけた小学生
を育てる英語教育の推進。
・各種科学オリンピック、語学オリンピックなど
の開催。

（２）近隣都市における特色ある教育活動
つの視点（世界、国、ＩＴ、語学、地域）よ
りそれぞれの教育活動の主な事例をあげる。
①ユネスコ主導で推進されている持続可能な開
発のための教育（(6'：㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼒㼛㼞㻌㻿㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌
㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠）㻌
(6' とは「地球規模の課題（環境、人権、開発、
貧困等）について、自分のこととしてとらえ、そ
の解決に向けて自分から行動を起こす力を身に付
けるための教育」と言われている。年に始
まり、ユネスコを主導とし世界各地で推進されて
きた。我が国の学習指導要領には、「(6'」と明確
には記載されていないが、「生きる力」２）に通ず
るものである。第 次教育振興基本計画では、グ
ロ－バルな人材育成において (6'の推進が明記さ
れている。
＜事例 大牟田市教育委員会の取り組み＞
各学校の校務分掌に「ユネスコスク－ル担当
者」を位置づけ、「ユネスコスク－ル便り（毎
月）」を発行し、また、「ユネスコスク－ル子ども
サミット」を毎年１月に開催する。
②高等学校における文部科学省研究指定事業
＜事例 福岡県立農業高校の取り組み＞ 
文部科学省のス－パ－・プロフェショナル・ハ
イスク－ル（ＳＰＨ）指定校３）をうける。研究
開発課題は、「都市園芸に関する専門的な技術及
び技能と経営感覚を身につけたアグリスペシャリ
ストの育成」で、期間は平成 年度から 年間
である。
③,&7教育の取り組み 
電子黒板、書画カメラ、電子教科書の一体的な
活用で、児童・生徒を授業に引き付ける教材の提
示方法や、「めあて」や「まとめ」の効果的な提
示など指導方法の工夫改善に取り組む。
＜事例 佐賀県武雄市の取り組み＞
年度から市内すべての小学校の児童に 
人 台のタブレット端末を配布し、年度か
らは市内すべての中学校の生徒に配布する（小学
校 台、中学校 台）。「予習」「授業」
「復習」といった家庭学習と授業の一体化を目指
す。自宅での予習では、児童・生徒は自宅にタブ
レット端末を持ち帰り、予習動画を視聴し、数問
の小テストを解き、ワ－クシ－トに記入する。学
校の授業では、自宅で解いた小テストをサ－バー
に送信する。教員は授業の前に小テストの正答率
を把握し指導内容を修正する。また、授業の最後
にはタブレット端末を用いて簡単な小テストを行
ない、児童・生徒の理解度を確認する。
④小・中英語教育充実事業の推進
英語教育の早期化（年度から英語授業導
入）に対応する全教員対象の外国語活動の実践的
研修を実施する。
＜事例 久留米市の取り組み＞
・市立小学校教員全員（約 人）に英語研修
（年度 年度の 年間）を実施する。
・市立中学校教員全員（約 人）の英語検定
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級の取得を目指す。
⑤地域貢献活動 
地域の祭り・イベントへの参加を通じ、地域の
人のつながりを推進する。
＜事例 福岡県福津市の取り組み＞
・総合学習システム「郷育カレッジ」を展開する。
・地域で活躍している人を講師に招き、地域の特
性に着目した講座を開設する。地域の祭り・イ
ベントへの参加（出し物等）や運営の手伝いさ
らには海浜清掃や森林保護活動を行う。

（３）太宰府市学校教育活動の現状
太宰府市の主な取り組み（「平成 年度太宰府
市教育施策要綱」より）を紹介する。
①コミュニティ・スク－ルの推進
②市内全小中学校において平成 年度より 学
期制実施４）
③全教員授業研修（公開授業参観）及び市内留学
研修の実施
④学力育成の学校体制の整備
⑤「歴史と文化を学ぶ）」学習の推進
・歴史と文化を学ぶ副読本（英語版、日本語版）
を活用した学習の推進。
・全小学校による市内史跡探索や市内博物館・文
化会館等への見学の実施。
・全中学校による歴史的につながりが深い友好都
市「奈良」及び京都への修学旅行の実施。

（４）「太宰府市夢ビジョン （特色ある学校
教育）」
①「手書き」教育の推進
現在、私たちはパソコンのキ－ボ－ドからの入
力行為が中心の印刷文字生活に慣れ、手書きする
機会が少なくなっている。確かに情報の保存や伝
達の為の手段としては、印刷文字を用いる方が再
現性や正確さを期待できる。しかし、手書きには
情報を伝える記号としての役割だけではなく、書
いた人の個性や言外にある思いを伝えてくれる可
能性が期待できる。この手書きについて平成 
年度の「国語に関する世論調査」において、「手
書きの文字字形の多様性が理解されていない」、
「手書きと印刷文字の違いが理解されていない」
との調査結果がある。この調査結果からは、印刷
文字からは得られない付加的な価値を手書きの文
字に求めていることが読み取れる。ところが最近、
伝統的な漢字文化が理解されにくくなり、本来は
問題にしなくてよい形状が正誤の基準とされたり、
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文化を大切にし、手書きする重要性について取り
上げる「手書き文字教育」は、歴史と文化の都市
太宰府市にとって、特色ある教育活動といえる。
太宰府市民は、一般には古代律令時代の役所、お
よびその遺跡に関する「大」、中世以降の地名や
天満宮については「太」と表記している。毎年多
くの参加者からなる「七夕揮筆」大会が開催され
ており、「手書き教育」の下地は十分にできてい
る。
また、文化都市太宰府市には、日本の文化・伝
統を語るものとして国が認定した「日本遺産」
５）がある。日本の世界遺産登録数６）は 文化
遺産 、自然遺産７となっている。
②エコスク－ル（環境共生型の学校施設）の整備
と (6'学習の推進
 環境問題（エネルギ－問題や自然環境問題）は、
世界共通の緊急かつ重要な課題である。しかし、
これまでの日本の学校教育は、知識教育の構成に
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いない。また、先進的に環境学習を取り入れてい
る学校であっても内容は、自然とのふれあい中心
の体験型学習であった。地球環境を守り、省エネ
に取り組む目的型の学習環境は不十分で、エコス
ク－ルを教材とした環境教育の整備は急務である。
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パネル、壁面や屋上の緑化など、環境の仕組みの
学習・理解に教材として役に立つ。また、エコス
 
 
（１）「夢ビジョン 」とは
平成 年 月東京オリンピック・パラリピッ
ク担当大臣に任命された下村大臣より、「
年を単に五輪開催の年とするのではなく、新たな
成長に向かうターゲットイヤーとして位置づけ、
東京だけでなく日本社会を元気にするための取り
組みを『夢ビジョン』として打ち出し、社会総掛
かりで実現していく。」ことが表明された。これ
を受け、文部科学省が他府省庁に先駆け、アイ
ディア公募のほか、若手のアスリートやアーティ
スト、研究者らとの対話を実施しながら取りまと
めたのが「夢ビジョン （文部科学省版）」
である。  
この「夢ビジョン 」では、大会成功へのコ
ンセプトを『オリンピックの感動に触れる。私が
変わる。社会が変わる。』とし、スポ－ツ、文化、
科学技術、教育人材の観点から具体案を提示して
いる。以下は、学校教育活動分野への主な提案内
容である。
・五輪学習教材の開発や、教科横断的な学習指導
資料の開発。
・海外に友達を作れる英語力を身につけた小学生
を育てる英語教育の推進。
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の開催。

（２）近隣都市における特色ある教育活動
つの視点（世界、国、ＩＴ、語学、地域）よ
りそれぞれの教育活動の主な事例をあげる。
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発のための教育（(6'：㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼒㼛㼞㻌㻿㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌
㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠）㻌
(6' とは「地球規模の課題（環境、人権、開発、
貧困等）について、自分のこととしてとらえ、そ
の解決に向けて自分から行動を起こす力を身に付
けるための教育」と言われている。年に始
まり、ユネスコを主導とし世界各地で推進されて
きた。我が国の学習指導要領には、「(6'」と明確
には記載されていないが、「生きる力」２）に通ず
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④小・中英語教育充実事業の推進
英語教育の早期化（年度から英語授業導
入）に対応する全教員対象の外国語活動の実践的
研修を実施する。
＜事例 久留米市の取り組み＞
・市立小学校教員全員（約 人）に英語研修
（年度 年度の 年間）を実施する。
・市立中学校教員全員（約 人）の英語検定
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５）年 月、初の日本遺産が全国で 件誕生
する。太宰府市は、日本の文化・伝統を語る「古
代日本の『西の都』～東アジアとの交流点～」と
して認定される。
６）世界遺産とは、国境を越えて人類が共有し、
受け継いでいくべき「顕著な普遍的価値を有す
る」遺産。年の国連のユネスコ総会で採択
された世界遺産条約に基づき、文化遺産、自然遺
産、複合遺産があり 年現在 件の世界遺
産が登録されている。
７）全国  件（福岡、佐賀、長崎、熊本、鹿児島、
山口、静岡、岩手）市に広がる構成資産に所
在し、「人や物を通じて相互に密接な関連性があ
り、群として全体の価値ある資産」として認めら
れている。

＜参考資料・文献＞
文部科学省、教育委員会月報、第  巻第  号、
第 巻第 号、第 巻第 号、第 巻第 
号
財団法人埼玉県体育協会スポ－ツ科学委員会、
「6)$ニ－ス」1R、年 月、   
 頁
朝日新聞社、年 月 日






 
 
ク－ルは、学校が児童・生徒だけでなく地域に
とっての環境・エネルギー教育の発信地になり、
地域における地球温暖化対策の推進・啓発の先導
的な役割を果たすことが期待できる。さらに、こ
のような生活体験によって自ら考える学習は、
(6'教育の推進にもつながる。
③長期宿泊型学習の推進
セカンドスク－ル、第一の学校（普段通学して
いる学校、ファ－ストスク－ル）ではなく、第二
の学校（親元を離れた学校、セカンドスク－ル）
での授業と生活体験は、子ども達にとって総合的
な学習時間として教育活動に位置づけられる。太
宰府市には奈良県奈良市（共通点：歴史的背景、
大都市近郊の観光・住宅都市）、宮城県多賀城市
（共通点：遠い朝廷、万葉文化の花開いた土地）、
大分県中津市（友好都市締結を結んだ最も新しい
都市）という３つの友好都市がある。この友好都
市間での長期宿泊型学習を実施する。子どもはセ
カンドスク－ルを体験することにより好奇心や探
究心、問題解決能力などの「生きる力」を育むこ
とになる。
④グロ－バル人材育成を目指す、海外留学支援プ
ログラムの推進
・多様な文化の理解を促進し豊かな国際感覚を育
成するための海外留学支援プログラムの推進。
・夏季休暇中の短期語学留学（ホ－ムステイ）に
対する補助。留学を希望するが、子ども達は語学
力などに不安を抱えて、また、保護者は費用や子
どもを一人で海外に留学させることに不安を感じ
ている。海外留学は、語学コミュニケ－ション能
力の向上、多様な文化の理解・促進に有益である
ことは誰しも認めている。学校独自の事業ではな
く、市の主催事業とすれば、日本での学習の遅れ
（留学中日本の授業を欠席せざるを得ない）がケ
アされ、まとまった人数での留学は、留学希望者
への安心感につながる。
   
＜おわりに＞
 各都市は、都市宣言や市民憲章の形でその都市
の特色を打ち出し、目標を掲げている。年
代以降「交通安全都市」「健康都市」「文化都
市」「平和都市」などがあげられる。世紀に
なると地域活性化を目指し、「災害対策先進都市」
「研究開発都市」「音楽の街」「スポ－ツの街」
「映像の町」など、より具体的・実践的な地域色
を打ち出した都市宣言が多い。
一方、教育行政を担う教育委員会に目を向ける
と、「教育の民主化、地方分権化、自主性の確
保」という目的で設置された委員会が、最近では
「学校がかわる」、「子どもがかわる」、「地域がか
わる」とし、地域力や専門性を生かした学校支援
に力を入れている。世紀はこのような地域に
根ざした学校教育活動は必要不可欠である。今回、
歴史と文化、観光の都市太宰府市に着目し、特色
ある教育活動を「夢ビジョン」として提示した。
急激な変革や、奇抜さは必要ないが、地域の特色
を打ち出した、「夢」ある教育活動を推進するこ
とを期待する。

＜註＞
１）コミュニティ・スク－ル（学校運営協議会制
度）とは、法律（地方教育行政の組織及び運営に
関する法律）に基づいて、保護者や地域住民等が
一定の権限と責任をもって、学校運営に参画し、
それによって地域に開かれた信頼されるより良い
学校づくりを行うというもの。
２）現在の学習指導要領は、子ども達の現状をふ
まえ、「生きる力」を育むという理念のもと、知
識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力
などの育成を重視している。
３）文部科学省が「専門高校において、大学・研
究機関・企業等との連携の強化等により、社会の
変化や産業の動向等に対応した、高度な知識・技
能を身に付け、社会の第一線で活躍できる専門的
職業人を育成することを目的とする」事業。平成
年度から指定期間 年～年間。
４）２学期制とは１年間を前期（４月～月）と
後期（月～月）の 学期で構成しようとする
もの。学校教育活動にゆとりを生み出し、きめ細
かな指導が可能となる。始業式などの行事を減ら
すことで、～時限の授業時間を増やせるとし
て、 年度の学校週５日制完全実施を契機に、
全国に広がった。
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関する法律）に基づいて、保護者や地域住民等が
一定の権限と責任をもって、学校運営に参画し、
それによって地域に開かれた信頼されるより良い
学校づくりを行うというもの。
２）現在の学習指導要領は、子ども達の現状をふ
まえ、「生きる力」を育むという理念のもと、知
識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力
などの育成を重視している。
３）文部科学省が「専門高校において、大学・研
究機関・企業等との連携の強化等により、社会の
変化や産業の動向等に対応した、高度な知識・技
能を身に付け、社会の第一線で活躍できる専門的
職業人を育成することを目的とする」事業。平成
年度から指定期間 年～年間。
４）２学期制とは１年間を前期（４月～月）と
後期（月～月）の 学期で構成しようとする
もの。学校教育活動にゆとりを生み出し、きめ細
かな指導が可能となる。始業式などの行事を減ら
すことで、～時限の授業時間を増やせるとし
て、 年度の学校週５日制完全実施を契機に、
全国に広がった。
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